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プロジェクト名称 

中山間地域支援プロジェクト 

プロジェクト活動概要 
【背景と目的】 

 研究室の活動を通して中山間地域という場所が深刻な問題に直面しているということ目の当たりにしまし

た。そこで中山間地域における人手不足や高齢化に伴う生活活動の衰退を若い学生の力を提供して手伝うこ

とによって支援することはできないかと考えました。 

また、現場に行くこと、その活動をすることで都市部に住み、中山間地域に全く関心のなかった学生にもこ

ういった状況を知ってもらいたいとも考えました。 

【活動の概要】 

 大まかに２つの活動を行います。現地での活動とこちらでの中山間地域についての広報活動の２つです。 

また、活動対象地域は２つあります。１つは研究室と面識のある福島県南会津舘岩地区たのせ集落で、もう

一つはメンバーの実家である長野県長和町和田です。 

２地域との中山間に位置し、たのせは高齢化率が 50％を超える限界集落で、和田も 33％を超える超高齢化社

会になっています。

 

活動状況報告＆活動写真など 活動期間：2013年 10月 1日～ 12月 31日 

【和田での活動】 

 まちの特産品である山ぶどうワインの原料である、山ぶどうの収穫作業を行いました。普段都会で生活し

ている私たちにとって山ぶどうの収穫作業という活動は全くの未体験でした。農家の方も学生さんが来てく

れて作業が早く終わったといっていただけ、とても良かったと思います。 

 作業後はペンションにてバーベキューを行い、まちの方から頂いた長和町のキノコやおやきををおいしく

いただきました。参加者の方たちはペンションのオーナーの方から長和町のお話をお聞きしたりと、とても

充実しており、長和町を楽しみながらも学んでくれている様子が印象的でした 

 ２日目は長和町に現存する宿場町の散策を行いました。宿場町には、現在でも多くの古民家がそのままの

形で残っており、民家の玄関先には代々受け継がれてきている昔の店名がかかれた看板が置かれておりとて

も印象的でした。また、その中で立ち寄らせていただいたよろず屋さんでは店長さんが長和町のまちづくり

に関わってらっしゃることもあり、学生たちに長和町のまちづくりに関して熱く語っていただけました。 

 長和町はまちの中を歩いているだけでも住人の方から声をかけていただけるようなアットホームなまちで

した。この長和町のように、都会の中で失われてしまっていた「人と人のつながりを大切にする文化」を思

いださせてくれるまちを、これからも守っていくことの大切さを身をもって感じることができた機会となり

ました。
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   地元ペンションの方との集合写真             地元食材でのバーベキュー 
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今回の活動が記事として地元の新聞「東信ジャーナル」さんに掲載されました。 

 

今後の活動計画、目標、意気込みなど 
【今後の活動計画】 

 広報活動の継続。インターネットをメインに行いたいと思います。 

【目標と意気込み】 

 中山間地域の実情を多くの人に知ってもらうためにこの活動を広報する必要があります。今回の活動

でも改めて思うのは、こういった地域が価値のある場所であるということです。ですので、そのことを

広めるとともに少しでも手助けをできればと考えています。 

 2 カ所での活動を通して中山間地域の厳しい現状を再認識することとなりました。人手不足から始ま

り、後継者不足などとすぐに解決できる問題ではないと思います。しかし、今回の活動を通して多くの

人々にこの事実を知ってもらうことはできるのではないかと思います。少なからずこの 2 回の活動に参

加してくれた学生には伝わったことでしょう。 


